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1.ま たがき   高 層にするも電厠鉄者にあ`いてば、独た`υにも縦蒲"にも有利な飼彿飲着が夕く用
いうに、

残翻いなにあ`り オヽロ撃風りの充れのレイ′ルで教〈ρL数)は 次ク亀×上に̀ 」らとて、
lも。 た,そ 瑣呵を供壻。をィロ

nコ株女の単ムにと,て、そのQ秋婦呆スゞ 竹中 であ3・研のな業●苺t糧・Iの相互子サを力憫趣と等,ζ

また。 tcで  前 中身七・ば、几■実験により、壼嘉摯バlをあ`
いても成べ倅9ら通な&敢“法<依存τうこて,お

ょグ 伝■のlk・ネιそのを10■力檬櫛 蜂ムスあ́ つであう掛書集ttム■虔〕くι.たの手スがこ3撃農多当て
・あ3

じじと承した。 ま た、印風設計上 膚に日亀ヒ存3島界えよtこえ3充れにつ
いてに 表 臼れてt晟いて略界

解散の史■詢存ζ「とバ″、藤摯域並<までの実験tイf専 ,た。

3々τか口.甦 に肴tく商&お0場について明 美GRこうτ̀し、1櫛面

吼ヵ藤祇 t城■3ヒ日時に 萩 椰 倉夜■・葡面″′変詢″氏が

関灌■車簿ずう勘 ,そ・それなれ。効果と瀾べた。  そ Lて、

1,′″』贄賛」久こ¶いう際、山F僣イ(ヵ啜散にょって虜めることこ/

慮してュ刻2不負二っ,こ』負槙●4へ にた。 甦 に、ネt4E孝輝イコ1に

っぃ■も颯劇たに″ふ17・成・すではあら力' 吼調矢課によりる幹イ

の動果と嘲ロベた。

2.｀ 癸本法  黒 輿ぼ 為●4■嘔2“′多之̀ 4の 剰嬌卜t

持っ形いιa総鮨べ頑じ呵にて行■つた。 揆 う式千こtては こな抒ノ

島&択と央魂でこう3_1薇 2と、漫雛`縁4で 3/Dが人●ヽ 3`

-2凛 型とに日とた。 そ れうの質軽綺颯と口上にふし,1ミ型′ヾヌに峙はこ表1

に示■。 3~1凛 型?民験吼£籠口は6～イ)‰ことと、またイ
い象員Q象は

44κ″'とを′乏脇手域感子の実験な何奪,た。 さ ら,こ 恐 筵島甲式と実現

,3る に、日2に不可檬`バンドなことイぐげた表賢えt行`,た 。 譲 課中糞型の

強二お漁電口̀ に示可“口く114くヒロ綱れてあらのでここでに悦翻とジξ晴■ .ゝ

子■ 1,2に ,冶 凛■の実腋状態とポ可。 を 1●吼力4ネ
・4ム に当リ タ ロ

の模■によう劇砦牛1・′′,7%(3-1),7・θ%(3-2)と1 4`り尺cヽヽこと̀ っ
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